
章 款 項 目
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前年度繰越金 180

次年度繰越金
（②－①）

その他雑収入

②
歳
入
内
訳
（

千
円
） 155 5 7

354

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要
　
　
等

補 助 金 交 付 の
対 象 （ 団 体 名 等 ）

実
施
期
間

425

　本市で開催されるまつりの中で、規模及び来場者等において上位を争うまつりであり、市内の産業をＰＲ
する絶好の場となっている。
　地場産業のＰＲを図ることにより、地産地消を始めとしてブランド化の推進に繋がることは、本市産業の
発展に寄与するものであるため、今後も継続されるべきものと考える。
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基
本
事
項

1212

年度から

年度まで

島原ふるさと産業まつり補助金

予　算
科　目

7 2

　　　　　　　　年度
区分

①　団体等事業費
(千円）

補助金交付額(千円）

24

補助金の使途
についての特
記事項等

実施を義務付ける規定

関 連 す る 市 勢 振 興
計 画 の 基 本 計 画

章

節 区　分

事 務 事 業 評 価 票 [ 市 単 独 補 助 金 ] 28 年度平成

担当課 産業政策課

事業の背景及び概
要（現状、課題）、ま
たは交付団体の活
動目的、活動内容
など

　平成２２年度において、島原市制７０周年を記念して、それまで別々に開催されていた「島原市農林水産
祭」と「がまだす島原の産業まつり」を統合し一体化したものであり、今回で第７回目を迎える。
　地域の農林水産物や加工食品等のほか地場産業である商工物産品を販売するとともに、丸太早切り大会な
ど各種イベントを実施することにより、地産池消はもとより市内外に広くＰＲし、より一層の市の産業の活
性化を図る。

未定

25

整理番号

1

補 助 金 （ 事 業 ） 名

根 拠 法 令 等 島原市商工業振興事業補助金交付要綱

その他の助成金

2,000

2,000

3,209

2,150

3,276

151

広告宣伝費

補助金交付内容等

〈 積 算 基 礎 等 ）

　島原ふるさと産業まつりの運営費

　定額　2,000,000円

実　績

金　額

実　績

年度

会場費

金　額

810 735850

事
 

業
 

費
 

等
 

の
 

推
 

移

項　　　　　　　目

27

210

1,260

年度の当該団体等の事業費の主な内訳  (市補助金が充当されていると思われるものから順に記載)     （単位：千円）

会 費 等

市 補 助 金

210

項　　　　　　　目

イベント費

－467 425357

460

809

予算額

2,150

850

2,150

735

2,150

島原ふるさと産業まつり実行委員会（島原商工会議所内）

3,157

年度

実　績

3,184

年度

実　績

2726 年度

2,150 2,150

330351 337

467

2,000

目 指 す 成 果

〈交付対象団体等をどの
よう な状 態に した いの
か ）

2,000

年度28

継続 新規

昭和 平成

昭和 平成

あり なし

1



◎１次評価（自己評価）

（ ）

（ ）

◎２次評価

◎３次評価

予算措置額の増減：

（ ）

備
考

⇒ 0

備　　考

島原ふるさと産業まつり補助金

判　　　定

評　価　結　果　を　踏　ま　え　た　次　年　度　予　算　へ　の　反　映　状　況　　（☑）

○視点別分析
視　  　　　　点 現　状　分　析 説　　　　　　　　　　　　明

② 市 の 関 与 の 必 要 性

　島原ふるさと産業まつり実行委員会（島原商工会議所が事務局）におい
て、運用されているが、本市産業の発展を推進するにあたり、支援を行う
ことが必要であると考える。
　ただし、市内の産業をＰＲする場であって、市の政策発表の場とならな
いよう十分注意が必要である。

① 助 成 事 業 の 効 果

③ 団 体 の 事 業 内 容 や

助成の在り方等の見直し
の

総 合 評 価

判
　
定

　市内の事業所が、自社商品（産品）啓発の推進を図ることにより、商品
の改良・改善及び新商品の開発につながる場を設けることは、本市産業の
発展のためには必要であると思われる。

　必要性

  Ｂ　見直しのうえで実施

○総合評価と今後の方向性

備　　考

見
直
し
の

方
向
性

判　　　定

　今後の課題と見直しの
　方向性（総合評価判定が
  Ｂ１～Ｂ４の場合）

課
 

題

　本補助金による市内外へ本市産業の周知は、本市産業の発展に大きく寄与するものであり、内容等
においても適切であると判断される。

　２日間で約41,000人が来場する本市の冬の風物詩として、着実に浸透し
ており、更なる集客の確保に期待が持てる。

千円

休止･廃止の具体的方向性

判
定
理
由

意図した効果があがっている

ある程度効果がある。

あまり効果がない

分析できない

事業効果は後年度

必要性は薄れていない

少し薄れている

薄れている

不明

該当しない

見直しの必要はない

検討の余地はある

見直しの必要あり

補助額の削減

B1 事業規模の拡大 B2 事業規模の縮小

B3 事業内容の改善 B4 その他の見直し

Ａ 継続(特段の見直しは行わない）

Ｃ 休止（隔年実施など）

Ｄ 廃止（終期の設定も含む）

補助額の増加 補助の休止若しくは廃止 現状維持
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